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令
和
元
年
１０
月
２７
日
（日
）
、
静
岡
市
葵
区
井
川
地
域
で

南
ア
ル
プ
ス
モ
不
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
井
川
マ
ウ
ン
テ
ン
了
フ
ソ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
で
は
、
長
年
、
秋
の
風
物
詩
と
し
て

井
川
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
、

３５
回
大
会
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
に
幕
を
開
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
年
を
か
け
て
、
南
ア
ル
プ
ス
モ
不
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
５
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
、
自
然
と
の
共
生
理
念
の

普
及
を
融
合
さ
せ
る
新
た
な
地
域
行
事
と
し
て
、
ア」
の
大
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
日
は
市
内
外
か
ら
２
０
０
名
の

選
手
と
地
域
住
民
を
含
む
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ー
０
０

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
種
目
は
林
道
コ
ー
ス
（
１７
・
５
血
）
と

マ
ウ
ン
テ
ン
コ
ー
ス
（
２３
・
３
ｍ
）
の
２
種
日
、
選
手
た
ち
は
、

自
然
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
書
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
纏
い
、

井
川
自
然
の
家
を
ス
タ
ー
ト
、
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
、

井
川
湖
を
望
む
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

会
場
の
南
ア
ル
プ
ス
・井
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
目
指
し

ま
し
た
。
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
食
材
で
作
っ
た

お
菓
子
や
飲
み
物
で
選
手
を
迎
え
、
２
つ
の
コ
ー
ス
が
重
な
る

最
後
の
る
ア
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
精
い
っ

ぱ
い
の
声
援
を
送
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
テ
ー
マ

「自
然
に
感
謝
。
人
々
に
感
謝
。
感
じ
る
幸
せ
。
南
ア
ル
プ
ス

で
育
も
う
３
感
。

」
に
は
、
大
会
に
集
ま
る
す
べ
て
の
人
が

自
然
に
感
謝
し
、
人
の
温
か
さ
に
触
れ
、
共
に
喜
び
合
う

こ
と
で
、
井
川
な
ら
で
は
の
共
生
文
化
を
創
造
す
る
願
い
を

込
め
ま
し
た
。
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令
和
元
年
１０
月
５

日

（
土
）
、
静
岡
浅
問

神
社
で
催
行
さ
れ
た

大
神
楽
祭
２
０
１
９

に
は
、
静
岡
市
内
か
ら

井
川
神
楽
保
存
会

・

清
澤
神
楽
保
存
会

・

梅
ヶ
島
新
田
神
楽
保

存
会

、
川
根

本

町
か

ら
川
根
本
町
徳
山
古

典
芸
能
保
存
会

。
梅

津
神
楽
保
存
会

、
島

田
市
か
ら
笹
問
神
楽

保
存

会

が
出
演

し
ま

し
た
。

今
年
度
の
大
神
楽

祭
の
特
徴
は
、
年
齢
や

国
籍
、
性
別
を
越
え

た
新
た
な
神
楽
の
担

台

芸

術

セ

ン
タ

ー

（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）と
神
楽

保
存
会
の
共
演
が
実

現
し
た
こ
と
で
す
。

来
場
者
は
２
０
０
０

人
を
数
え
、大
勢
の
観
客

の
前

で
舞
台
を
披
露

す
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

■
■
シ
ズ
轟
轟
無

重

暴

唱

争

大
神
楽
祭
と
同
時

一

開
催
し
た
オ
ク
シ
ズ

一

縁

劇
祭

で
は
、
世

界

一

か

ら

高

い
評

価

を

ヽ

受
け
て
い
る
静
岡
県

一

舞
台
芸
術

セ
ン
タ
ー

一

（
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
と

コ
ラ

一

ボ
し
て
、
オ
ク
シ
ズ
の

一

民
話
を
題
材
に
し
た

一

お
芝
居
を
５
本
上
演

一

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
・

み た 舞 い

と こ を 手
し と 披 に

SPACによる「てしゃまんくと浅間さんの石鳥居」の上演

そ

の
う

ち

の
１

つ

が
井
川
に
伝
わ
る
昔
話

「
て
し
ゃ
ま
ん
く
と
浅

間

さ
ん
の
石
鳥

居
」
。

三
十

人

力

と
も

い
わ

れ
る
「
て
し
ゃ
ま
ん
く
」

が
、
知
恵
と
力
で
静
岡

浅
間
神

社

の
石
鳥
居

を

軽

々
と
立

て
て
し

ま

っ
た
と

い
う

物

語

で
す
。
芝
居
を
盛
り
上

げ

る
演

奏

に
も
井

川

神

楽

の
音

曲

が
使

わ

れ
、
一山
め
か
け
た
多
く

の
観

客

を
魅

了

し
ま

し
た
。
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秋深まる11月 3日 (日 )、 井川で毎年恒例の「井川ダム お祭の目玉は、井川の山・り‖の幸を′3、 んだんに使った

祭」・「井川神社秋祭Jが開催されました。 お弁当の販売と、静岡農業高等学校の生徒及び東海

井り銀 祭・井り膵申社秋祭が行われている井り神社は、 大学短期大学部食物栄養学科の学生が考案した

昭和33年 の井川五郎ダム建設に伴い、5社が 1つの 井川のお土産レシピのコンテストで魂

神社にまとめられ、設立されました。お祭では、自然の お弁当は全3種類、限定110食ということもあり開始

恵みに感謝を捧げる伝統芸能「丼川神楽」の奉納を

はじめ、住民がお神輿を担いで地域を練り歩くなど、

井川の伝統や文化を垣間見ることができました。

さらに今年は南アルプスユネスコエコパーク登録

5周 年という節目を記念して、井川にしかない在来

作物や雑穀など「食」をテーマとした「井川味わい祭」が、

井川ビジターセンターで初開催されました。

1時 間で完売。中身はどれも豪華で、丼川で育った

アマゴや駿河軍鶏のほか山菜やしいたけの天ぶら、

煮物など様々な料理で彩られ、味はもちろん見た目

でも来場者を喜ばせていました。

お土産レシピコンテストでは、静岡農業高等学校の

生徒が考案した「落花生のマカロン」が 1位を獲得し、

地元の方々も商品化を熱望するクオリティの高さで

お生産レシピコンテスト参カロ者の皆lf

した。その他、タルト風落花生クッキー、サクッとチョコ

ピーナッツボール、ほもろこしカップケーキなど、在来

作物の特徴と風味を生かしつつ、若者の発想で工夫を

凝らしたお土産レシピが発表され、試食した方々は、

その出来栄えにどれも、甲乙つけがたいと、投票先を

悩んでいるようでした。今後、井川の新名物になること

が期待されます。

そのほか、ネイチャークラフトやつる細工、「井川メンパ」

の製作実演、南アルプスの風景写真や特種東海製紙

株式会社が製造を始めるウイスキーエ場の紹介、

南アルプスの生きもの缶バッジ作り、子どもに大人気の

射的コーナーなどが会場を盛り上げました。
お神輿渡し丼り悴申楽の奉納 当日限定のお弁当

寵饒繭颯飩饒鐘縣ヲ氣渉餘磋ヅ骰丸軋馘又

いかわとかわねを結ぶ大井川鐵道井川線 (南 アルフス

あ′ぶとライン)が、営業開始 60周 年を迎えました。

1959年 に営業運転を開始した丼川線は、沿線住民の

生活の足として、「エンジン」の愛称で親しまれてきました。

近年では主 に観 光鉄道として活躍 し、世界 に誇る

日本の観光資源として奥大井湖上駅が「クールジャパン

アワード2019」 に選出されるなど、国内外から注目を

集めています。現在、丼川線では60周 年を記念して、

特別往復乗車券 (千頭駅～奥大井湖上駅)を 千頭駅

にて販売しています。

1
霧戦最羞:It

ま



魃
隕
碗
嘔
躙
腋

膊
ざ
鐘

Ｔ
茉
輻
立
壊
一

川
根
本
町
久
野

脇

地
区

に
あ
る
佐

澤
山
薬
師
堂
で
は
、

２
０
２
０
年

１
月

４
日

（
土

Ｙ

５
日

（
日
）
に
、

６０
年
に
一

度

の
大
祭

が
行
わ

れ
ま
す
。

佐
澤
山
薬
師
堂

は
、
南

北

朝

時

代

■

１

３

３

３
年

～

一

一
１

３

９

２
年

）
に

一

一
勧
請
さ
れ
、
１
５
７
４

一

一
年

に
は
武

国
家

に

一

一
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ

一

一
れ
た
記
録
も
残
っ
て

一

一
い
ま
す
。　
　
　
　
　
一

・　

毎
年
の
正
月
に
は
、
¨

一
御
本
尊
の
薬
師
如
来

一

一
像
が
納
め
ら
れ
て
い

る
お
堂
を
御
開
帳
す

る
例
祭
が
行
わ
れ
、

６０
年
に
一
度
の
庚
子

の
年
に
は
、
御
本
尊

が
お
堂
か
ら
出
て
地

区
内
を
渡
御

（神
興

の
練
り
歩
き
）
す
る

大
祭
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

こ

の

大

祭

は

、

焼

き

討

ち

後

の
再

建

Ｔ

６

０

４
年

）

以

降

と

し

て

は

１

６

６

０
年

に
初

め
て
行

わ
れ
、
そ
の

伝

統

は
現

在

ま

で

引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

1塩
佐澤山薬師堂

tr■■11■二

60年前の大祭の様子を詳しく覚えている人はほとんど

いないため、お堂に保管されていた文献や写真のほか、

風習に詳しい地区内外の方々のお話を参考に、手探りで

準備を進めてきました。

見どころはなんといっても、60年ぶりの御本尊の渡御。

地区在住・出身者で年齢が60歳の6人が、大八車に乗

せた神輿を引き回します。前回の渡御の際にどのような

お囃子や掛け声であったのかは全く分かっていませんが、

皆で相談して、ふさわしいものにしたいと考えています。

たくさんの人の記憶に残る大祭となれば、きっと次の60

年後にもつながっていくと思います。ぜひ、多くの皆さん

に見に来ていただければうれしいです。
議壽 再苺 姜轟鶴

薬師如来像

60年前の大祭の様子

顆雖

摯
討
一懇

【開催概要】

<宵祭>令和2年 1月 4日 (土 )午後6時～9時
読経 御祈祷、当番組による接待、大抽選会

く大祭>令和 2年 1月 5日 (日 )午前8時 ～午後3時
御本尊「薬師如来像」の渡御
(午 前9時にお堂を出発し、三津間地区 久野脇地区の集落内を巡回)

【場所】

佐澤山薬師堂 (り 根本町久野脇地内)

※駐車場は三津問集会所をご利用ください。

【問】佐澤山薬師堂大祭実行委員会(0547560860)

川
根
本
町
の
北
部
に
位

置
す
る
大
沢
地
区
。
藤
枝
市

か
ら
移
住
し
て
き
た
伊
久
美

さ
ん
夫
要
は
、
築

１
５
０

年

の
古
民
家
を
改
装
し
、

２
０
１
９
年
３
月
に
「川
根

ラ
イ
ダ
ー
ハ
ウ
ス
や
お
き
」

を
開
業
し
ま
し
た
。

「や
お
き
」
は
、
バ
イ
ク
愛

好
家

（
ラ
イ
ダ
ー
）
向
け
の

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。
隣
接

す
る
茶
工
場
を
ガ
レ
ー
ジ

と
し
て
改
装
す
る
な
ど
、

バ
イ
ク
を
愛
す
る
ご
夫
妻

な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

が
特
長
で
す
。

「
立
派
な
古
民
家
と
静

か
な
環
境
に
な
か
れ
、
ン」
の

場

所

を

選

び

ま

し

た

。
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実
際
に
住
み
始
め
る
と
、

集
落
の
皆
さ
ん
が
野
菜
を

分
け
て
く
れ
た
り
、
温
か
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
た
り
し
て

・、

こ
こ
に
移
住
し
て
き
て

本
当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と

実
感
し
て
い
ま
す
」
と
、
緑

さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
ｔ

開
業
し
て
か
ら
ま
だ
半
年

で
す
が
、
す
で
に
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
ラ
イ
ダ
ー
が

訪
れ
、
「い
か
わ
ね
ツ
ー
リ
ン
グ
」

の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
い
か
わ
ね
の
山
道
は
走

り
が
い
が
あ
っ
て
、
道
沿
い

か
ら
た
く
さ
ん
の
絶
景
が

見
ら
れ
る
の
も
魅
力
。
疲

れ
を
癒
し
て
く
れ
る
温
泉

が
点
在
し
て
い
る
の
も
、
お

客
さ
ん
か
ら
は
好
評
で
す

ね
」
と
、
正
章
さ
ん
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
ラ
イ
ダ
ー
を
迎
え
入

れ
、
い
か
わ
ね
の
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
語
る
伊

久
美
さ
ん
夫
妻
。
「
い
か
わ

ね
地
域
を
バ
イ
ク
で
巡
る

『
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
で

き
れ
ば
」
と
、
さ
ら
な
る
お

も
て
な
し
も
思
案
中
で
す
。



饒
爾
枡
鸞
楊
咸

井
川
小
中
学
校
で
は
、

‐２
月

７
日

（
土
）
９
時

～
Ｈ
時
、
井
川
支
所
に

て
「学
習
発
表
会
」
を
行

い
ま
す
。
ン」
れ
ま
で
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の

『勒
録
謗
鱚
絋
疵
隆
繕
膨
麒
扮

いかわねの

イベントカレングー

?o日に, 碕購罐嚇懲デ空爆言不璽f～

成
果
を
報
告
し
ま
す
。

中
学
校
三
年
生
は
「
井

川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
影

響
と
変
化
」
、
二
年
生
は

「
ダ
ム
の
機
能
と
開
発

の
歴
史
」
と
、
井
川
地
区

ダ
ム
の
機
能
や
価
値
に

つ
い
て
発

表

し
ま
す
。

一
年
生
は
「
井

川
在
来

の
雑
穀
の
魅
力
」
に
つ
い

て
、
学
習
し
て
わ
か
っ
た

雑
穀
の
良
さ
を
も
と
に

考
え
た
、
雑
穀
を
余
す

こ
と
な
く
味
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
の
製
造
や
商

品
化

の
工
夫
に
つ
い
て

発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
小

学
校
六
年
生
は
「
井
川

地
区
の
湧
水
と
お
い
し

さ
と
安
全
性

」
、
五
年

生
は
「
井
川
の
不
思
議

発
見
隊

・
神
楽
編
」
と

題
し
て
発
表
し
ま
す
。

生 に

活 あ

と る

」ヽ河内‐ひよんどり

佐澤山薬師堂大察 宵祭 |

佐澤山薬師堂大祭 大祭‐

リバウェル井夕|1感謝デ■

麟

一麟

隧

甕

一麟

爾

難

置

纂

圃

購
※予定は変更される場合があります。
詳しくは下記までお気軽にお問合せください。

井|!1観光協会
Φ 054… 260-建 877
サ1!機本町まちづくり観光機会
倉0547峰 59… 2746

1日で泉)

4ヨ (土 )

5自 (日 )

12自 (自 )

躙

躙
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ど
の
内
容
も
、
ン」
れ
ま

で
半
年
以
上
に
わ
た
っ

て
調
査
学
習
を
続
け
て

き
た
も

の
で
す
。
ぜ
ひ

皆

さ
ん
も

会

場

に
来

て
、
井
川
の
ま
ち
の
良

さ
を
私
た
ち
と

一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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ン
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り
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い
か
わ
ね
畿
間

第
毬
号
　
２
０
１
９
年
‐２
月
１
日
発
行
（年
２
回
発
行
）

発
行
・南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会

〒
４
２
０
１８
６
０
２
　
静
岡
市
葵
区
追
手
町
５
の
１
　
静
岡
市
環
境
創
造
課
内

Ｌ
０
５
４
（２
２
１
）
１
３
５
７

【会
』呂
静
岡
森
林
管
理
署
、
天
竜
森
林
管
理
署
、
静
岡
県
、
静
岡
市
、
川
根
本
町
、
（株
）特
種
東
海
フ

ォ
レ
ス
ト
、
中
部
電
力
（株
）静
岡
水
カ
セ
ン
タ
ー
、
し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
（株
）、
川
根
本
町
森
林
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
、
自
然
公
園
指
導
員

【協
力
】
丼
川
観
光
協
会
、
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り

観
光
協
会
、
南
ア
ル
プ
ス
・井
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
一般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

【会
の
紹
介
】南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
亀
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会
は
、商
ア
ル
プ
ス
周
辺
地
域
の
自
然

環
境
の
保
全
と
文
化
の
継
承
を
図
り
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会

で
す
。
Ｘ
こ
の
新
聞
で
は
、
川
根
本
町
の
情
報
を
「か
わ
ね
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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